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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇前回の記録と同程度もしくは、上回った種目 

握力、上体起こし、反復横跳び、 

２０ｍシャトルラン、50m 走、立ち幅跳び、 

ソフトボール投げ、体力合計点 

〇前回の記録より下回った種目 

長座体前屈 

運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが「好き」と

回答した割合は、全国の男子の割合が72.7％、女子の割合が54.1％

に対して本校の男子が75.5％、女子が55.6％と、男子も女子も上回

っている。男女ともに運動やスポーツに対して、肯定的に取り組め

るように、今後も達成感を得られる授業が大切である。 

 〇前回の記録と同程度もしくは、上回った種目 

握力、上体起こし、２０ｍシャトルラン、 

50m 走、ソフトボール投げ 

〇前回の記録より下回った種目 

長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び、体力合計点 

昨年度は体力向上加配を中心に、複数教師による指導の時間

を増やすことができたため、体育授業中の子どもの実運動時

間を今まで以上に確保することができた。昨年度より、多く

の種目で記録が伸びている一つの要因と考えられる。 

 ・「運動やスポーツをすることは好き」 

と回答した子どもの割合 

R6 男子 71.4％ 女子 60.8％ 

R7 男子 75.5％ 女子 55.6％ 

・体育の授業は楽しいか 

 と回答した子どもの割合 

 R6 男子 84.1％ 女子 60.8％ 

 R7 男子 76.4％ 女子 63.6％ 

体育の授業が楽しいと感じている男子の割合が低下している

が、「記録に挑戦したり、上がったり、競い合ったりすると

きに体育が楽しい」と答えた男子の割合は R6で 74.6%、R7

では 74.5%とほぼ同じであった。他者との比較のみに喜びを

感じるのではなく、自己の伸びに喜びを感じられるような学

びを授業の中でさらに価値付けることで、体育の授業が楽し

いと答える児童が増えていくと考える。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇運動機会の充実を図る環境整備の推進 
・児童の運動意欲が高まるような活動場所、ボール

遊びなどができる場や空間を創出する。また、学

級道具の整備を推進する。 
 

〇三間（仲間、時間、空間）の創出により運

動機会の充実を図る取組 
・学級での遊びの声掛けをするとともに（仲間）、

多くの学級が遊べるグラウンド・体育館の割当、

昼休みの時間増加（時間）、鉄棒週間やマット跳

び箱週間（空間）の設定による、休み時間での運

動機会の創出および運動の日常化を推進する。 
 

〇子どもによる運動機会を創出する取組の立

案・実現 
・子ども同士での声掛けによる、学級の仲間と遊ぶ

時間や機会を創出する。また、運動委員会を中心

として運動イベントなどの活動に取り組む。 

・がん教育や薬物乱用教室において、外部講師による指導を依頼する。 

・学校での学びを家庭でも生かせるように、陸上やダンスの外部講師を招いて学習する時に、保護者の参観を呼びかける。 

〇運動の楽しさに触れられる「課題探求

的な学習」の推進 
・体育の授業においてできなかったことができ

るようになったときに楽しいと感じると多く

の児童が調査質問で回答している。このこと

から体育授業では、スモールステップで、技

能を高めながら、仲間と協力して活動を楽し

み仲間に認められ「できた」という達成感を

得られるような活動を積み重ねていく。 
 

・陸上の元トップアスリートやプロのダンサー

など、外部講師を積極的に招き、子どもの意

欲を高め、正しい知識や技能を身に付ける機

会を増やす。 
 

・効果的な動画コンテンツを随所に位置付けた

学習展開による、運動、健康、安全に関する

基礎的・基本的な知識及び技能の効率的な育

成を行う。 

〇各教科等の内容を関連付けた健康教育の推進 
・「命の学習の時間」「心の学習の時間」また、性に関

する指導では、各教科等及び学校行事と関連付けた健

康教育プログラムを作成・実践する。また、昨年度行

った MEXCBTを活用した保健の授業実践を生かし、より

よい生活習慣の形成や運動に取り組もうとする態度を

育てる。 
 

〇食に関する指導の充実 
・本校独自の取組「もりもりタイム」で年間を通して保

健と食を関連付けた指導を行うことで、興味・関心を

深め、自分の力で心も体も健康に過ごすことができる

子どもを育てる。また、委員会を中心として栄養に関

する放送などを行い、食に関する意識を高める。 
 

〇外部講師の活用など家庭・地域との連携・協働 
・保健指導において、外部講師を活用し、自他の健康と

命の大切さについて考える資質・能力を育てる。 


